
令和７年度
丹波篠山市 認知症地域支援推進員活動報告

１ 認知症地域支援推進員

８名（長寿福祉課、東部地域包括支援センター、西部地域包括支援センター）

２ 認知症地域支援推進員の役割

・市・地域包括支援センターで共に認知症施策を推進する

・認知症に関する相談対応

・早期発見、医療や介護が適切に受けられるよう支援する

・認知症の正しい知識の普及・啓発

・当事者目線で施策や支援を考える

・医療や介護に携わる人の「認知症」の理解を促進する

・認知症の人や高齢者にやさしい地域づくり

報告者 丹波篠山市長寿福祉課 小猿 奈生子

令和７年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）



丹波篠山市 認知症施策全体図 丹波篠山市HPにて掲載



丹波篠山市認知症ガイドブックより（丹波篠山市HPにて掲載）



令和７年度の取り組み

若年性認知症の人と家族への支援と体制整備

若年性認知症の支援現状と課題

これまでの若年性認知症本人への支援を整理し、
丹波篠山市ができる支援体制を整えていく必要性を実感

・丹波圏域における18〜64歳人口における人口10万人当たり若年性認知症者数（有病率）は
24.7人と推計。
・市や地域包括支援センターが受けた65歳未満の方の認知症に関する相談件数は R3〜R7で56件
であり、認知症に関する相談全体の10％に満たない状況。

①見える化不足

③対応体制（専門性）の弱さ

相談員

「仕事・通院・養育・生活・各種制度等、
何をどのタイミングで助言したらいいか分から
ない…」

②相談導線の弱さ

若年性認知症と診断を受けた本人と家族

「仕事は続けたい。
相談先が分からない…」



体制整備に向けた準備

若年性認知症の支援状況の整理

関係機関との顔合わせ

本人の声の聞きとり

初期集中支援チーム 専門対応会議
チーム員同士で、これまでの若年性認知症本人の支援の事例を共有。
支援の際に困ったことや、あったらいいなと思う資源について話し合い。
丹波篠山市認知症対策会議
65歳未満で認知症に関する相談状況を共有。
若年性認知症における資源と課題を各分野ごとに整理したものを基に、各分野で今後必要だと思われること
等について意見交換。

丹波圏域認知症対策ネットワーク会議
丹波認知症疾患医療センターが主催し、講師にひょうご若年性認知症支援センターを招き、『若年性認知症
の方への支援』をテーマに研修会を開催。丹波圏域内の市高齢担当課、障がい福祉担当課、県担当者（健
康増進課、健康福祉事務所）、医師会、社会福祉協議会、地域包括支援センター、障がい者基幹相談支
援センター、介護サービス事業者協議会（通所部会）、就労継続支援B型事業所、民生委員が参集。

若年性認知症（疑いを含む）本人や家族との面談の際、既存の制度やサービスの紹介にとどまらず、「どんなこ
とがしたいか」等、資源のあるなしに関わらず本人らのニーズを聞き取り



今後に向けて（認知症地域支援推進員として）

支援の方向性を見える化

顔の見える関係づくり

本人や家族とのつながり

若年性認知症の方への支援は、職場や障がい福祉サービスなど、支援が多岐にわたることが多いため、高
齢者福祉や介護関係機関に限らず、分野を超えた支援が必要です。
既存の会議体等を用いながら、若年性認知症の支援は障がい福祉や就労支援機関にも関わりがあること
であると知ってもらうことができるよう、働きかけていきます。

市や地域包括支援センターは支援がつながるまでの間に本人や家族との関わりはありますが、支援機関に
つながってからはほとんどお会いすることがありませんでした。しかし、若年性認知症の方の支援体制を充実
していくためには、今後はすでに支援が入っている本人や家族にも聞き取りを進めていくことも必要だと考えま
す。また、聞き取った想いは推進員だけで留めず、関係機関と協働することで、その実現に向けた具体的な
アプローチを実践できるよう取り組みます。

これまで認知症対策で関わりのある機関からの意見をもとに、実際に把握している若年性認知症の方の
支援経過をさらに深堀りし、出来たことや難しかったことを洗い出していきます。
また、若年性認知症の方への支援のフローチャート作成や、若年性認知症に関する周知、企業への認
知症サポーター養成講座の積極的な実施など、すぐに取り組めそうなことから取り組みます。
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